
年
」
は
、
人
生
の
大
き
な
「
区
切
り
」
で

あ
り
、
そ
れ
を
境
に
環
境
が
変
わ
る
「
転

機
」
で
も
あ
る
。

　
２
０
１
３
年
４
月
に
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改

正
さ
れ
、企
業
に
は
「
65
歳
ま
で
の
定
年
の
引
上
げ
」

「
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
」「
定
年
の
廃

止
」
の
い
ず
れ
か
の
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
２
０
２
１
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
同
法

の
改
正
で
は
、
ま
だ
努
力
義
務
で
は
あ
る
も
の
の
、

70
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
が
企
業
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
令
和
２
年
高
年
齢
者
の
雇
用
状
況
（
厚
生
労
働

省
）」
に
よ
る
と
、
２
０
２
０
年
６
月
時
点
で
、
継

続
雇
用
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
は
76
・
４
％
、

定
年
年
齢
を
引
き
上
げ
て
い
る
企
業
は
20
・
９
％
、

措
置
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
の
は
１
９
８
６
年
、
義

務
と
さ
れ
た
の
は
１
９
９
４
年
（
実
施
は
１
９
９
８

年
）
で
、
そ
れ
ま
で
は
55
歳
だ
っ
た
。

　
一
方
、
１
９
５
４
年
に
厚
生
年
金
法
が
改
正
さ
れ
、

支
給
開
始
時
期
を
55
歳
か
ら
60
歳
に
段
階
的
に
引
き

上
げ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
の
で
、
波
平
さ
ん
は

55
歳
の
定
年
と
同
時
に
年
金
を
受
給
し
、
10
年
程
度

の
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
悠
々
自
適
で
過
ご
す
こ
と
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
。

「
定
年
前
後
」と
一
括
り
に
す
る
の
で
な
く

お
客
様
個
々
に
向
き
合
う
ア
ド
バ
イ
ス
を

定
年
前
後
の
お
客
様
に
対
し
て
資
産
運
用
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
際
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

心
掛
け
る
べ
き
か
。
リ
タ
イ
ア
の
形
が
多
様
化
す
る
中
、
求
め
ら
れ
る
ア
ド
バ
イ
ス
と
は
？

定
年
制
を
廃
止
し
て
い
る
企
業
は
２
・
７
％
。
ま
た
、

33
・
４
％
の
企
業
が
65
歳
を
過
ぎ
て
も
働
く
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
が
出

て
い
る
。

定
年
前
後
の
お
客
様
は

ま
だ
こ
れ
か
ら
も

〝
働
き
続
け
る
〞

　
こ
う
し
た
中
、
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
関
す
る
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
サ
ザ
エ
さ
ん
の
お
父
さ
ん
で
あ
る
「
波

平
さ
ん
」
の
年
齢
が
よ
く
話
題
と
な
る
。
答
え
は
55

歳
。
漫
画
の
初
出
は
１
９
４
６
年
だ
が
、
１
９
５
０

年
〜
52
年
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
59
・
５
７
歳
、
１

９
６
０
年
で
も
65
・
３
２
歳
。
定
年
を
60
歳
と
す
る

執
筆
　
金
指
光
伸

「
定
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